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－、はじめに   
ここで南日本とは、ヤマト（本土）・琉球接触の地域のことで、鹿児島県のことです。鹿児  
島県はヤマト文化圏の南端に位置しながら、琉球文化圏の奄美も包みこんでいるという面白い  




ニ、根菜類・根茎顆   
根っこを食べる野菜のことを根菜類といいますが、ここでは山芋のように茎をなしている根  
茎頼もふくめてのペましょう。  
1、里芋・田芋   
昭和四十七（一九七二）年八月のことです。屋久島の小瀬田にさしかかった私は、道脇に五  
Occの単車を止め、一人のおばあさんに聞いたのでした。  




えて現れました。   
ところが、おどろいたことに、  
その里芋を並べて数えてみますと、八種類もあったのです。   
白芋、静岡ワセ、ミガシキ、黒字、親カクシ、黒ワセ、オヤクイ、バイノガシワ。   
というのだと、敢えてくれました。これは、一農家の周辺にある里芋類です。もっとも、バ  
イノガシワは、自生のクワズイモで、食べられません。ミガシキは、屋久島でも、宮之浦や  
なか量ひらうち くりおむぎお 菜生では、イモガラといい、中間や平内ではヤセイモ（野菜イモ）、安生ではアカイモといって  




－35－   
で焼畑がさかんで、そのアラチ（新地）に里芋を栽培したのでした。   
屋久島の永田だけは、水田がわりあいにゆたかで、水田のまわりに里芋に似た田芋を作って  
います。そこで、永田では、正月には床の間に根引きの葉っぱつきの田芋を供えるのです。ほ  




墓前にも備えます。   






祭りであり、もっとくだけていえば、芋の祭りであったのです。   
そして係の家で、神を呼んで「もの祭り」というのをするときは、縁側に竹の台をちょっと  
作ってそこに里芋・田芋をいくつもころがすようにおいて祭り、神を招待したのです。これは  
芋の力で神を呼んでいるとしか見えません。   
トカラ列島の神祭りは、四月の麦の祭り、六月の莱の祭り、八月の米の祭り、霜月の芋の祭  
りというぐあいに、儀礼食物を前面に押したてての祭りとなっています。  
のろ  このことは、琉球文化圏にふくまれる奄美の加計呂麻島の祝女の祭りともよく似ています。  
つまりトカラの祭りは奄美の祭りに近いのです。祝女の祭りでは、霜月のフユンメ（冬折目）  
というのがあって、里芋、田芋、コーシヤ芋、ハヌス（サツマイモ）などを供えて、祝女たち  





年取りの里芋です。それをいただいて、ほんとうに年を一つ取った感じがしまLた。   
薩摩半島の知覧のウッガン（内神）祭りは今も各地でさかんに行われますが、祭りの中で味  
噌で煮しめた里芋であるミソンコツソ煮いが出されます。味噌がよくしみこんで、たいへんお  
いしいです。   
2、カライモ   
奄美で、ハヌスとかトン、薩摩・大隅でカライモというサツマイモは、渡来の歴史は比較的  
に浅いけれども、今ではだいじな食料となっているので、儀礼に登場します。先の奄美のフユ  
－36－   
ンメもそうですが、薩南黒鳥の場合、叫・月五日はカライモ祭りの日と決めていて、生ガライモ  
の薄い輪切りを、集落の者全員が一一 枚ずついただいて食べねばなりません。生の甘藷ですが、  
結構おいしいです。また、主神の黒尾大明神の三大祭りのたびごとに、神社の釜小屋で炊いた  
カライモを参加者全員に配って、督でおいしくいただくのです。   
カライモは、元禄11（血六九八）年、沖縄から種子島へ伝わり、下石寺の休左衛門によって栽  
培され、以後島内はもとより薩摩各地へ伝播したといわれていますが、秋になると休左衛門の  
墓には見事なカライモの大株が供えられます。また、島内各地の神社にも供えられます。   
カライモの歴史はそんなに古くはない。しかし、昔は救荒作物としての重要性は格別であり  
ましたので、儀礼食物として生きつづけているのです。   
3、トコロ   
今ごろあまり聞かない語ですが、種子島、屋久島では昔も今もだいじな儀礼食物です。トコ  







あく をこまかに切って臼で鳴き、水にひたして灰汁で煮て苦みとえぐみをとり、麦飯にまぜて炊い  
たのでした。   
「飢健の神餅…－トコロの食習と儀礼」を番いた金田久嘩氏によると、トコロは「顔の薬」  
おLちい ともいわれ、そのきめこまやかな粉を顔にぬると白粉がわりになったそうです。風呂に入れる  
あ’ と、中風、腰痛、皮膚病、神経痛などに効き、洗濯に用いると灰汁より汚れがおち、シラミも  
わかなかったらしい。〕着物の糊として開いると、虫がつかず、カビも生えなかったといいます。  
こんなわけですから、昔はずいぶん藍宝がられたそうです。   
また金田氏によりますと、福井県小浜市の加茂神社や滋賀県滋賀郡栗原の水分神社などの祭  







いっておられます。   
屋久島では、旧暦正月二十三夜の祭りに、他の海山のものといっしょにトコロを神欝として  
供えます。また、屋久島や種子島では、建築儀礼の棟上祝いや船の進水式にも供えます。山で  
－37－   
掘ったトコロの根をヒゲつきで一尺長さぐらいに切ったのを数個供えるのです。屋久島の湯泊  
では、新暦十二月十五日の湯泊神社大祭に、トコロを他の神饅といっしょに上げています。   
屋久島小瀬田では、トコロをト一口といって、子供の名付祝いにも供えるのです。  
みちきよ  羽生道潔（明和五（一七大八）～弘化二（一八四五））という人（羽生善治将棋名人の達成）  




す。それはまた、古代多敵国の嶋府が国上にあったことを匂わせています。   
種子島では、トコロは、「トコロから動かず、トコシュに栄えますように」とか、「掘っても  
掘っても枯れもせず、くされもせず、繁殖力がつよい」などといって、それで祝いごとに供え  
るのだともいっています。   
4、山芋・葛・百合の根   
山芋はすりおろしてトロロにして食べるとおいしい。山芋はカルカンなどの菓子の原料にも  
なるが、儀礼食物としては南日本では今ではあまり用いられないようです。しかし、奄美では  








供えています。   









1、椎の美   
音は日本中で二十三夜待ちというのをやっていました。旧暦の正、五、九月の二十三夜に、  
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根菜。根茎類・堅果類・果実類  
②根びき葉っぱつきの〔壬里芋を床  ⑧神祭には、釜′ト屋で煮たカラ  
の間に（酢村脚汀件多）  イモを皆で食べます傾腐乱鋸  
??????。????、??? 、 、??、 ???（????）?
①トカラの華祭り（霜月祭り）   
束の宮に上げる里芋を位牌に並べるb  
?????????。??? 、（?「 ????????、? ，? 〞







Lめなわ   
この二十三夜祭りには、いろんな伝統的な食物が供えられ、注連縄を張りめぐらした中で、  
二人の代表が正座して一晩中すごし、祈ります。   
その供え物の中に椎の実もあるのです。椎の実は照葉樹林のもたらすだいじな食料で、大昔  
から日本人の重要な食料でした。   
奄美諸島でも、テイルのかごを背負って椎の実拾いによく行っていた話を聞きます。奄美加  






子供のころ、コジ（小椎）拾いに行って、鍋で煎ってかじっていました。   
薩南黒鳥では、昔は十一月ごろ、山に行って椎の実を拾い、水に浮かべて沈むのを取り、ゆ  
ひ がいてから臼で鳴き、殻を取り、箕で簸て（上下にゆすって）、干しました。食べるときは、水  
にもどし、カライモをまぜ、塩もちょっといれて炊いたのでした。   






しめなわ   
みかんは、正月の注連縄には必ず真ん中に一個つるしますが、床の間や神棚の重ね餅の上に  






1、籾   
奄美では、初穂を田から刈ってきて高倉に掛けます。あるいは家の床の間あるいは先祖柵の  
そばにかけておきます。奄美ではこれをシキュマといい、沖縄ではシチュマ、トカラではシコ  
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マといいます。トカラでシコマをするのは、宝島、小宝島です。でもトカラの他の島々でも初  
穂を迎えて掛けるのですが、これを穂掛けといい、穂掛けはトカラの北隣の種子島、屋久島か  
ら南九州でも行ない、掛け穂ともいっています。   
奄美のシキュマは、米の初穂を三筋迎える行事ですが、トカラのシコマは、竹棒の先に穂の  
ついたワラを折っていくつも垂らしたり、あるいは束にして供えたりします。この初穂迎えは  
琉球、ヤマトを通して行われる儀礼であります。   
種子島から南九州にみられる小正月の穂垂れ引きは、茅に籾殻を付着させてちょうど初穂が  
稔ったように見せる予祝儀礼ですが、小正月の日に、今年の秋の初穂を予見させてみせる模擬  
行為です。   
南日本の初穂儀礼はさまざまな形をとって行われ、全体として面白い展開になっています。   
2、米  
Lろこめ          セんまい   （1）、白米・振り米・洗米   
ここに並べた白米・振り米・洗米はいずれも白米なのですが、鋭明のつごうで白米の項もつ  













エね  洗米は、水にひたした白米です。種子島ではこれを洗い米、アラーネといいます。おもにお  
盆に、次にのべる水の子といっしょに、水棚や墓前に供えます。洗米は、三島村や屋久島、種  
子島などでよく見られます。   











いくきと  奄美大島の竜郷町幾里では、旧暦八月のアラセツ（新節）の日、先祖霊に対し、位牌の数だ  
け高騰をして飯などを供えて拝むのですが、その場合、勝は外に向かって並べてあります。ま  
た、芋の乗っパに揚げものや豆腐などを少し入れて縁側の隅におきます。これは、浮遊霊（無  




ってソーハギの茎の箸をおいてあるのを見ます。これも無縁仏に対する供応のようです。   




同じです。   
種子島宝満神社のお田植祭りには、白飯のにぎりと赤米のにぎりを作って出します。また、  
トカラ列島の口之島では、祭りの日、板勝に白飯を盛って神々に供えます。赤飯は、南九州の  
ウッガン（内神）祭りなどでも、よく供えられます。   
奄美では、秋に十二支の甲子の日がやってくると、トモチの日といい、モチゴメと小豆を炊  
いてカシキ（赤飯）を作ってたべます。カシキは身を摘める力があるといわれます。   
5、粥   
粥をカシワイチゴの葉っパに入れて、鍬や鎌などの農具視いの折に供えてあるのは、種子島  




の四隅の柱に吹きかけるのです。   
6、ポタモチ   
ポタモチやオハギはお祝いごとのたびによく作られますが、南九州では旧暦八月十五夜に、  
月の見える庭か縁先に箕をおいて、ススキ、萩、粟、里芋、カライモなど飾った脇に、皿にポ  
タモチをおいて供えたりします。   
7、餅   
（1）日の輪餅・月の輪餅  
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⑧表緑の先に、水棚を作り、水   
の子を上げて拝む（盆、種子島）  
?????????????（????） （ 、 ）?
⑬▲アラセツの臥 縁の片隅に浮  
遊窓への供物（奄美、竜郷町）   










たねこく   
種子島、屋久島は古代の多楓国以来の兄弟島ですが、この古風な太陽神と月神をあらわして  
祝う風習は、きっと古い時代からのものでしょう。  
こみや   （2）鏡餅・中餅・小餅・蚕の宮   
鏡餅は正月に作り、床の間、神棚などに供えます。大方、二枚重ねにして、下にウラジロ  




は、南九州、その他でもよくやり、それぞれ理由が語られています。   
中餅は、掌にちょうどのるくらいの大きさで、祝いごとによく作られます。棟上祝いには、  
屋根の四隅から下にまきます。中餅にも、もっと少し大きめのものもあります。   
小餅は、もっと小型の餅です。屋久島の桶川などでは、小餅といえば、米の瀞の団子餅のこ  
とで、菓子餅といえば、小さな菓子を紙に包んで盆などに盛ったものです。  
こみや  蚕の官の餅というのは、北薩では納戸に飾るエノキの枝にいっぱい差した切り餅や丸い小餅  
こみや のことです。種子島では、一月十五日、子供たちが「蚕の宮じょう」の歌を各戸訪問して歌い、  
柳やエノキに差した小餅をもらって回ります。   
この餅は「蚕の宮じょう」の餅です。  
くりおこふや  屋久島の粟生では、一月十四日、「蚕の官じょうの膳」といって、勝の中に「削りかけ」の飾  
りと大きな霜の形の餅、柳の木の先を十字に割った「割り箸」を四組入れて、床の間に飾って  
いました。同じく屋久島の麦生では、椎の木の小枝に、侶芸者釜の餅」といって、米餅や莱餅 むぎお  
をいくつもつけて飾るのです。これを、「巌の餅」ともいいます。  








ー44－   
餅ともウチヘギ餅ともいいます。うすい剥ぎ板にのせてあるので、語源は「速射餅」ではない は  










とトーキミ（黍）を煮て鳴きまぜたもの。田芋系黍餅。   
③イモノモチートカラ列島中之島。田芋にヨモギを入れて鳴いたもの。   
塗）ウムバン柵奄美大鳥南部。田芋または里芋とハヌスを煮て練ったもの。これにモチゴメ  
の粉をまぜるとフキヤグになります。   
⑤ウンニー マイーウン（カライモ）を練って米の粉とまぜたもの。フキヤグと似ています。   
⑥フキヤグ¶ハヌス（カライモ）を煮て、モチゴメの粉（または餅）とこねたもので、砂  
糖も入れたりします。ハヌスの代りに里芋または田芋を使うこともあります。   
⑦カシャムチーハヌスとモチゴメの粉と砂糖を練ったもので、フキヤグと同じです。   
⑧カッシヤモチートカラ悪石島で作り、小麦の粉と粟、ソテツの実の粉で作ります。カシ  
ャムチが芋系飾であるのに射し、カッシヤモチは雑穀系餅といえるようです。   
⑨ネッタポウー南九州でいいます。餅一升にカライモ一升というぐあいに同等に鳴きまぜ、  
キナ粉をつけてたべます。   
⑲トシカサー南九州でいい、正月前、暮れのニセ、二八、三○日に餅を鴇くとき、．臼に餅  
を少し残しておき、カライモを蒸したのを入れて鳴きまぜます。それをとって団子餅にして小  
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棟上祝いなどの建築祝いにも素は供えられます。種子島では十二月の塩屋の「火入れ祈樽」  
のとき、区長、鍛冶屋、ホイドンなどの招待者への土産として、鏡餅ほどの大きい束をいくつ  
も作って、それをちぎってワラ葛に入れて持たせていました。   
薩南黒鳥では、一月七日の天照大神の祭りのとき、神役の一人、日高康雄さん宅では、生米  






す。   
八、懲  













（2）マキ   
種子島でもただマキというのを作ります。マキは、おもに盆の十五日に作り、先祖に上げ、  
墓石の上にもー本ずつ上げます。盆の十五日の石塔祭りでは、各家から持ち寄ったマキを、共  




す。   
屋久島でもやはり盈の十五日に作って先祖や新盆の墓に上げるのですが、同じようにマキの  
葉に包み、ビ㌦（ミシバ）の葉を裂いたひもでくくります。これを麦生などではローソクマキ  
ー46－   
L上ぎ ちまき  
穀類∵ 粥・餅・へギ餅・粂。綜  





凄）1月15 日、東郷いの折、ゴ岬サシ（コ   







⑧カヤマキ。豊玉姫神杜   
へ63本上げる（知覧）  
ー47w  
といっています。   
マキをたべるときは、砂糖をつけてたべます。  
（3）ツノマキ   
ツノマキは、牛の角が二本出ているような面白い形の踪で、大人も子供も大好物で、おもに  









上うしノし  ツノマキは鹿児島県内では、坊津などでも作り、唐人マキといい、浮島市周辺ではペプ（牛）  




屋久島のツノマキほどの大きさはありません。   
粧は約千年新の『延審式jにも記されていますから、日本でも古くからある食物です。   
種子島、屋久島みたいに大きいツノマキが、いや、もっと大きい綜が台湾や中国にもあって、  
パTノr〆粟オンヅ そちらは豚肉を入れてあります。その掠を台湾では肉綜、北京語でほ椋子というようです。私  




でしょうか。また、水田作より畑作が多かったせいかもしれません。   
ツノマキの由来語は、面白い。大昔、中国の戦国時代の楚の国の政治家で、有名な文人でも  
あった屈原（B．C．三四○年、二八七年頃）が中傷にあって、江南の地に追放されました。屈原は  
ぺきら 世をはかなんで、畳がもっとも長い夏至の日に、泊羅の淵に身を投じまLた。   
夏至の日は、陰陽二つの力が争う危険な日らしいです。のち、人びとは夏至の日に近くてわ  
かりやすい五月節句の日に、屈原をしのんで踪を作り、泊羅の淵に投げでその霊を祭ったそう  
です。そして自分たちもたべるようになりました。   
ところが、泊羅の淵には人びとに災いを与える大きな竜がいて、せっかく投げこんだ踪を食  
うので、せんだんの木の葉に米を包み、五色の糸でしっかり巻いた踪を作って投げこんだとい  
ー48－   
われます。   
五色の糸は魔除けの意味がありますが、種子島や屋久島でミナシバやミシバのひもでぐるぐ  
る巻くのは、その名残でしょうか。   
以上は、中国の六世紀中頃の史啓『荊楚蔵時記』に出てくる話です。   
こんな悲しいエピソードを秘めた中国伝来の綜です。  
（3）アクマキ   
孟宗竹のたけのこの皮に包んだ大きくて丸く長い掠。炭舟に湿したもち米をたけのこの皮に  
包み、たけのこの皮を裂いたひもでしっかりくくり、釜で三時間あまり煮ると、できあがりで  
す。／ト豆を入れたものもあります。キナ粉や砂糖をつけてたべます。   
昔、薩摩の侍たちの携帯食糧であったと伝えています。南九州を中心に、種子島、屋久島な  
どで主に作られます。   
9、団子   
団子の種類は多く、いろんなのがあります。  
（1）団子（マル団子）   
米の粉に水を加え、丸めて煮た団子で、屋久島の岩畳などではマル団子といい、八月十四日  
くりお の娩に、新盆の墓に供えます。屋久島の粟生では、八月十四日の晩、モチゴメの粉に砂糖を入  
れて蒸したペッタイ団子をつくります。  
（2）ホソンダゴ   
知覧では、赤ん坊が生まれてはじめての彼岸の中日に、痛癒の神様に米の粉の小さな団子を  
たくさん作って参拝します。この団子をホソンダゴといいます。   
（3）ケセン（キシンダゴ）   
五月節句などに、薩摩で作ります。ニッケイ（ケセン、キシン）の葉二枚に包んだ団子で、  
米の粉に小豆餞を加え、砂糖も入れて蒸した団子です。  
（4）クヮクヮランダゴ   
サンキラの葉っぱ（クワクヮラン葉）二枚に、米の粉と小豆餞をまぜた団子を包んで蒸した  
もので、五月節句などに作ります。薩摩、種子島、屋久島でよく作ります。  




（6）ヘツパチモチ   
シャリンバイの美を十二月にとって、大鍋で煮て臼で鳴きます。そして水洗いして皮を除き  
ひ ます。天日に干し、箕で簸て小さい皮などをとばし、一晩水につけます。そしてソーダを入れ  
て煮ると、紫色になります。モチゴメの粉またはメリケン粉を入れてちょっと黒砂糖も入れて  
蒸し器で一時間ほど蒸すと出来上がりです。薩摩硫黄島でよく作り、黒鳥でも正月に作ります。  
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（7）キビ団子   
屋久島の永田では、正・五・九月の十六日には子供にタカキピ（高梁）を粉にして作った団  
子を食べさせました。ガラッパ（河童）にとられないためです。ガラッパはタカキビを非常に  
おとま きらうといいます。子供は、川で泳ぐときは、「ガラッパ、ガラッパ、俺共、タカキビを食たと  
やから、見かくんな」といって、泳いだそうです。  










（2）麦シコマ   
トカラの宝島では、シコマ（初麦）の日、麦の穂を煎ってやわらかい麦飯を作って葉っぱに  
いくつも盛って神々に供え、主人もいっしょに食べます。  
（3）大豆   
屋久島では、二十三夜祭りや船祝いなどには、生大豆を他の神供といっしょに供えます。南  
九州でもだいじな神髄の一つであります。  







（5）ソーメン   
小麦粉で作るソーメンは、盆の精霊への供え物として各地で用いられています。  
五、酒類  
（1）奄美のミキ   
ノロの祭りのときに作られます。白米を水に半日つけ、臼で粉に鴇きます。それを炊き、冷  
やしてから登にいれるのですが、そのときハヌス（カライモ）を生で摺った生バヌスを入れま  
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穀類∵ 綜。団子・麦。大豆  
加牧の帥（松の大木）に潮井竃を上げ、  




綜）。竹の皮で包んで   





（言）へツパチモチ。シャリシバイの実   
で作った紫色の美しい餅（三島村）  
⑧火入れ祈祷の十二   
勝っ 手前より鍋物、ナ   
マス、ヒタシモノ、シ   
ロアエ、ユドープ、刺  
身、刺身、スズリブタ   
rイカ、大根に魚の尻  
尾）（墟千島、砂板）  
⑥新宝にコメ団子を供える（屋久島）   
⑩盆の先祖への供え物。リーメ   











おきます。すると、どぶどぶの甘酒ができます。   
そして、肥後由之助宅で、ハナエ様の酒開きを祝います。十三日日は、寅の日で、大祭りの  
日、村びと参集のもと、神々にミキがお供えられます。   
（3）薩南黒鳥のミキ  






ぴりっときておいしいですが、たくさん飲むと酔っぱらいます。   
このミキを白酒ともいいますが、この製法は以前のことで、今ではハナマイを一升ぐらい炊  
いて、清水でのばし、だんぶだんぶになるようにし、それを飲んでいます。   




かんぴん カラムキのムキはミキのことだと思われます。両方とも爛頓に入れ、シロムキは紋所りのふた  
をし、カラムキは笹ふたをして集落内のお宮に参拝します。  






1、魚類   
（1）鯛  
はろ  鯛は祝いの席で各方面で用いられますが、屋久島の原の一月二十三夜祭りで見た鯛二匹ほみ  
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ごとなものでした。皿の上に笹を敷いて、鯛をのせてありました。  




お 家の軒下に掛けるのです。女の子は麻の苧を丸めて掛け魚のそばにつるします。ともに、七夕  
様に上げる供え物です。   
大隅半島佐多の御崎祭りでは、神輿が各集落に到着しますと、その前で祭りが行われますが、  
樹の枝に掛けた「掛けの魚」が腹合わせに二匹下げられます。鱒が多いです。   
薩南黒鳥のエビス祭りでも、神洞の前の木の枝に掛けの魚が二匹供えられます。  























といいます。F日本国語大辞典jには、次のように記されています。   
「北海道西南部と南の沿岸に広く分布し、全長三～四センチメートル。外形は亀の前足に似  
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かくばん ている。頭状部は三○、三四枚の爪状の殻板（外皮）で包まれ、そのうち八枚は特に大きい。  
海岸の岩礁の割れ目などに付着し、車状の足を出してプランクトンなどを捕える。雌雄同体で  
ある。食用にする地方もある。和名かめのてという」   
つまり、日本の磯辺に広く分布し、海水の打ち寄せる岩などに付着している貝みたいなもの  
ですが、じつは貝ではない、小さい節足動物（体が多くの節からできている動物）なのです。  
写真を見ますと、野球のグローブに似た形です。   
これを種子島・屋久島では、セれとかセイといい、煮て食べますと、塩味がしみ出てたいへ  
ん美味です。小さくて肉はほんの少ししかないのですが、そのおいしさは忘れられない味です。   
でも、こんな小さなおかしな形の海産物をどうLて祝いごとに供えるのでしょうか。   
屋久島宮之浦の宕川シオさん（明治二十九年生）は、「セイは八ツ手のような形をしているが、  




ひときれ 物も用意します。お吸い物は醤油味で、魚山片、オカベ（豆腐）一片、ネギ、塩をちょっと入  
そば れて作ります。また、五穀といって、小豆、茶、ソマ（蕎麦）、ヒエ、チアキ（もちごめを茶碗  
一つ煎ったもの）を供え、大工の神オセモン棟（聖徳太子）に上げる十二個の餅も供えるので  
す。船おろし（進水式）には、五穀をのぞいて、他は同じようなものを上げるのですが、セイ  




ます。   
屋久島の湯泊では、これも前に椎のところで述べたのですが、二十三夜祭りには、セイ、ト  
コロ、椎の実、米の粉の団子など、それぞれ十二個ずつ供えるのだと聞きました。  




セー、クズマのように」といって、長生きを願っているのです。   
3、伊勢エビ   
伊勢エビは、祝いの座で、あるいは神供として、広く日本で用いられていますが、海に面し  
た種子島ではよく用いられます。また、トカラの七島正月（旧暦12月1日、12月6E＝ にはオヤ  
ダマ祭りの折、煮た伊勢エビを供えます。オヤダマ祭りは、先祖祭りですが、魚も上げます。  
精進料理ではなくて生ぐさ料理です。仏教以前の古い儀礼食物だといえましょう。  
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⑥グローブに似たセイ（屋   
















Lとき   
西之表市大広野では、一月十五日のホグレヒキのあと、箕の中に藻を敷いて、莱、左巻棒、  
天道の箸などをのせ、いちごの葉っぱに粥、煮しめを入れて供え、オミキ、コノミヤジョウの  
餅、ホダレヒキの茅などおいて天道祭りをします。   
（2）昆布   
昆布は祝いの謄には欠かせません。種子島の系図祝いでは、吸物、刺身、豆、昆布が出され  
ますし、ちょっとした視いの席でも、飯、スザー（酢莱）、昆布といったぐあいです。  
しめなわ   
また、正月の門松の注連縄にも、ダイダイといっしょに昆布をつるす地域もあります。  
七、年中行事と儀礼食物   
これについてはすでに例をあげてこまやかにのべましたので、正月から順に項目だけあげる  




⑱火入れ祈祷   
以上のほかにも南九州～薩南諸島の祭りや行事は多い。それらもできるだけ多く、本文に収  
録しました。  
八、慶弔と儀礼食物   
主なものを示すと次のようなものがあります。  
やぎとう （D建築祝い（棟上祝い、家祈樽）、②船祝い（鵬月二日の船祝い、進水式）、③誕生祝い（餅  
踏み）、④葬式   
これらについても本文でのべましたので、ここでは項目だけにします。  
九、儀礼食物にちなむ言葉   
（1）盆のメシドキ   
種子島の盆の十四日、十五日の精霊への供え方は、名称、内容ともに地域でのいくらかのち  
がいを見せながら多種であります。   
南種子町中之塩屋では、  
かれい  ① アサンカーリ（朝の餉）…‥・茶、ほかなんでも、あるものを上げます。   
② アサメシ……飯、オカベ（豆腐）、ソーメン、野菜、西瓜など。   
③ ヒルナガレー（昼の餉）・・…・ソーメン、カライモ、ブト（トコロテンう、餅。   
④ チエーハン（昼飯）……飯、汁。   
⑤ ヨーナガレ（宵の餉）……ブト、カライモ、餅、西瓜、マキなど。  
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⑥ ヨーメシ（夕飯）……飯、汁。（但し十五日はマキ）。   
⑦ ヨナガレー（夜の餉）……十四日はツノマキ、十五日はオカユ。   
このように、盆には一日のうちに七回も供え物をするので主婦は忙しい。じつは、南種子町  
はんむら 本村の山田蔵太郎氏によりますと、昭和三十年代前半まではふだんの日でも次のようなメシド  
キであったそうです。   
① アサンカーリ……起きてすぐ草切りなどに行く前の茶で、カライモや残り飯など。五  
時半～六時   
② アサメシ……七時半、八時の飯と汁。   
③ ヒトホドキ……一 息ついたときの茶。十時頃。   
④ チエーハン……－～ 二時の飯と汁。   
⑤ ヒナガーレ（畳の餉）……三～四時の茶。   
⑥ ヨーメシ・…‥夏は八時半頃、冬は六時噴の夕食。飯と汁、他。   
⑦ ヨナガレー…… 砂糖製造などの夜仕事の場合だけ。   
法華宗門徒は伝統を守ってこのようにしていますが、法華宗門徒の多い屋久島の場合もほほ  
共通しています。盆のメシドキの背景には、日常のメシドキが同じようであったという事実が  
あります。奄美の加計呂麻島では、一九一九年頃、一日に次の五度食べていたと聞きました。   





馬を飼っていましたので、その草切りなどしました。   
③ アサバン（朝飯）……午前十時頃。センガイ、ミソ汁をたペました。センガイはセン  
ガユのことで、蘇鉄の幹からとったセン（澱粉）に米を少し入れた粥のことです。   
③ ヒンマバン（昼間飯）……十二時噴。中身ほ朝飯と同じようなものでした。  
④ ヒンマナヤ（昼間茶）……午後三時頃。  
この中身は、ユーミソ、ツタイモン、ハヌス、煮しめなどでした。煮しめは当時は  
ふだん草が多かったので、それと豚肉などを豚油でいためたものでした。   





していたそうです。   
以上は、加計呂麻島の昔の常食でした。種子島とは内容が少しちがうけれども、メシドキの  
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多さは似ています。種子島、屋久島をはじめ、南九州の盆の供え物は、こうした昔の平常の触  
法を背景にしてできているのです。   




けんらん  ケンチャンは、昔、禅宗の坊さんが中国から伝えた巻繊という料理がもとだそうで、黒大豆  
のもやしを抽いためしたものでした。次いで、豆腐をしぼって水けをぬき、ごぼうなどといっ  
しょにゴマ抽でいためたケンチャン汁ができました。このケンチャン汁の伝統が屋久島に入っ  
てきて、右のケンチャンとなったのではないかと思います。   





いいます。   
フエメは「殖えめ」の意味があるといわれ、次々にごちそうにあい、歓待がふえていきます。  
フエメ・フユメは「冬日」に通じます。冬という語は、もともと、頼ゆる意味で春を待つ草木  
の芽の心と同じのようです。   
奄美諸島には、フユンメという神祭りがあります。これは、里芋や田芋、コーシヤ（山芋）  
の料理をして祝う神女ノロたちの祭りで、冬折目（冬節句）の意味だといわれていますが、本  
来は「殖ゆ折目」のことのようです。屋久島のユエメ、フユメは奥の深い言葉です。   
（4）ホネアライ   
種子島でいいます。お祝いの座で、吸物碗のふたに魚の骨を出してのせ、それに焼酎をかけ  
て飲むことです。屋久島ではこれをホネススギといいます。   
ホネアライやホネススギは尋常な言葉ではありません。洗骨改葬は奄美、沖縄では一部今で  
もつづく葬法ですが、本土でも上代に一部見られたようです。でも、洗骨改葬は、人骨食習で  
はありません。   
種子島は、葬式に行くことを「ホネカミに行く」といいます。これはまた、もっと物騒な語  




残っています。   
（5）カラスイモン  
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きとfJ⊥・Jなょさらい  これは、甑島の里町八幡神社の祭礼（旧暦九月十八日宵）での直会の儀礼食物の作法であり  
ます。その前に、この祭りの神錬をのべますと、干物（魚と昆布）、酒（焼酎）、と甘酒、重箱  
（梁と赤飯）、米、塩、果物、野菜、魚、紅白の大鏡餅（二個ずつ）、鶏、ほかに矢束（破魔）、  
錦があって、以上十二種類となっています。   
祭典がすんでの直会は拝殿でしますが、伝統にのっとった儀式で、出し入れの作法、食べ方  
などちゃんと決っているのです。   
その内容は、カラスイモンと一一の吸い物、二の吸い物からなります。カラスイモンは空の吸  
い物で、一の吸い物とこの吸い物が本当の直会で、一般にこれをオミキビラキともいいます。   
カラスイモンは、騰に粟三個と昆布を小さく切ったもの、カツオ節を小さく切ったものをの  

















ごくどこスノ   
カラスイモン、吸物、トリザカナは拝殿脇の御僕所で、男たちによって用意されたものです。  
その男たちは、アンドゥガミといって、昔（慶長十九年）、川内からホイドン（神職）の日笠山  
氏がやってくるとき、ついてきた人たちだといわれています。   
このような古式作法にのっとった儀礼食物の伝統が、甑島の一角で今も行われているのです。  
（6）火入れ祈棒のドンプリカンメ  
火入れ祈祷は、もとは製塩開始の火入れに当って、塩竃を蔽う高屋の大名篠に、火の神を祭                                                                            たか や  
かまじ る行事でしたが、製塩廃絶の今日では、塩釜神社で祭りを行い、のち釜司（製塩の司宰者）宅  
で直会をするようになりました。   
旧十二月の成・己または壬・発の日を選んでこれを膏日として行います。  
－59－   
Lぺ十∴  出席者は、庄屋（今、区長）、鍛冶屋（シオヤ釘を製作）、ホイドン、釜司、社人、塩戸（氏  
子）たちです。   
神社での祭典で注目されるのは供え物です。山のトコロ、赤大根二本、刺身、焼酎、塩、米、  
大豆のほか、ニガリ登、寅綿、麻糸、古斧の刃、シオヤ釘です。   
午前中、神社での祭典がすむと、午後からは釜司宅で直会です。女は一切関与しないのが原  









ん。   
このあと、全員正座して、祝賀歌の「めでた節」を合唱します。めでた節は、種子島の儀式  
歌として祝いの座では必ず合唱することになっています。   
そしてまた、まわし飲みをつづけます。   
やがて廃見舞いが、ド嶺負－せ」といいますと、湯呑み二個の間に盃Ⅶ－“個をそえて盆にのせ、  
まわし飲みします。これは、昔、塩炊き周の薪を馬の背の左右に一束ずつくくりつけ、その間  
に小束を一つのせて運搬したのにちなむもので、火入れ祈祷独特の飲酒法です。   
次にホネアライ。これは先ほど述べました。   
次いでタテ飲みになります。座見舞いが、五食入りのドンプリに焼酎をなみなみとついで、  
それを飲み干し、「いただき申した」といって、頭上にかんめて（のせて）見せます。そしてま  
わし飲みします。これも製塩にちなむ飲漕法で、ドンプリカンメともいいます。   
タテ飲みというのは、塩を炊いてできた堅塩を、丸太を削って作ったタテという木 傾斜を  
持たせ、立てかけてある木）に流すと、営注が下に流れおち、良塩ができることを意味してい  
すずりふた ます。このときは、二歳衆が硯蓋に盛ったイカを一片ずつ挟んでまわります。これで塩ができ  
あがったという意味になります。   
次に飯です。そして、－コンメ、ニコンメをしますが、一コンメとは盃山つのまわし飲みで、  
ニコンメは盃二個のまわし飲みです。このあと、魚の皮を焼いたのを皿に盛って鍛冶屋にやを）、  
たべさせ、焼酎も飲ませます。次に一同、茶。最後に、五回目の吸物になり にれまで吸物は  
四回つぎ直したのです）、これを「立ち番の吸物」ともいいます。   
叫同にはシヤニン（月桃）の葉に包んだごちうそう（魚の切身や煮物）が配られ、区長と鍛  
冶屋、ホイドンには棄を入れたワラ竜が贈られます。このワラ筍については、前に粟の項でも  
－60－   
のべました（「   
これで祝宴は終るのですが、表の外庭で、区長、鍛冶屋、ホイドンを送る「別れ」の一席が  
設けられます。ムシロを敷き、四隅に笹竹を立てまわし、塩戸一同が招待客三人を送る盃をす  
るのです、このあと、二歳衆は、三人のワラ竜を持って家まで送って行きます。   
以上の祝宴は、午後二時頃から六時頃まで行われますゝ、   
以＿Lは砂坂塩屋の火入れ祈祷でしたが、この作法の完全実施は昭和四十年代まで行われ、私  




十、むすび   
おもに民間の小さな杜や弼の祭り、年中行事や慶弔などに見る南日本の儀礼食物についての  
べましたが、まだまだ未見のものや記録洩れがあるかと思います。   
でも、これだけでもゆたかな儀礼食物の世界を見せてくれているようです⊂，   
これらは、昔のだいじな日常の食物であったものに由来しているものが多い。また、フキヤ  
グやカライモンモチのように、もとは南島の里芋・田芋につらなるような、変遷をへた食物の  














・鈴木秋彦「野老の伝承－イモ文化の一一視点」森隆男編『民俗儀礼の世界』（清文堂出版株式会   
社、2002年）  
・宗懐著・守屋美都雄訳注・布目潮渦他補訂『荊楚歳時記』（平凡社、1978年）  

































＝、熊 誠）  
A5版 296頁 神奈川大学21世紀COEプログ  
ラム「人間文化研究のための非文字資料の  





















る。   
構成は、以下のとおり。  
序 章 主題と構成  
第1寧 日本民俗学の成立期と中国  
第2車 太田陸郎一文化史的関心  
第3草 大間知篤三一民族学と民俗学  
第4章 直江広治一民俗学への熱意  
第5筆 耕田国男先生古希記念会～民俗学の  
再編成   
近畿民俗学会の中心的人物であった太田  
陸郎は、軍人として中支に出征し、進軍の  
ー62－   
